
海外の話題

「コウノトリ育むお米」 シンガポールへ

農林中央金庫　シンガポール支店長　杉本　真

Good Agricultural Practice( 農業生産工程管理 ： 以下 GAP) という言葉を聞いたことがある方は多いだ

ろう。 農業において、 食品安全、 環境保全、 労働安全等の持続可能性を確保するための生産工程管理

の取組で、 近年食品の安全や、 自然環境の保全、 生産者の労働安全や人権の保護といった意識の向上

から GAP 認証取得の動きは強まっており、 持続可能な農産物の供給の実現につながることが期待されて

いる。 2020 年の東京オリンピック ・ パラリンピックの選手村で使う食材の調達基準にも GAP 認証が採用さ

れ、 認知度はさらに向上すると思われる。

日本の GAP 認証 (J-GAP) 件数も増えているが、 食の国際化に伴いグローバル GAP(G-GAP) を取得す

る経営体も増えており、 18 年 6 月末時点で約 630 件となっている。 「コウノトリ育むお米」 を生み出した兵

庫県の JA たじまもその１つである。 その農法は 1971 年に絶滅したコウノトリの野生復帰を目指し、 カエル

やドジョウなど餌となる生き物が育つ環境作りに取り組む無農薬 ・ 減農薬での栽培手法である。 現在では

約 140 羽の生息数が見られるという。 JA たじまでは人と環境に優しい手法により収穫されたコウノトリ米の

G-GAP 取得を契機に付加価値の高い日本米として輸出拡大にも取り組んでおり、 シンガポールでも卸売

業者を通じて販売が開始されている。 JA グループでは、 初の G-GAP 認証米の輸出が実現したことはとて

も意義深く、 農林中金シンガポール支店もこの卸売業者と JA たじまの仲介をすることで少しお手伝いがで

きた。

また 18 年 7 月には、 日系小売店において 「コウノトリ育むお米」 の販促活動を行うため、 来星された

JA たじまの方に、 シンガポール日本人学校の生徒に対して、 コウノトリ育む農法についての食育授業を

行ってもらった。 この授業はシンガポール日本人学校と近隣現地校との交流事業の一環として行われ、 農

作業現場を殆ど見たことのないシンガポールの子供たちにとって安心安全で美味しい日本のお米がどのよ

うに栽培されているか、 人と自然の共生という 「コウノトリ育むお米」 の理念を学ぶ機会を提供することがで

きた。 講義の後にコウノトリ米を試食した子供たちの 「美味しい！」 という笑顔も良かった。 当日の会場設

営や炊飯の応援を担ったシンガポール支店の職員たちにも通常の業務では得られない充実感があったよう

である。

後日談であるが、 この食育授業を受けた日本人学校の生徒が、 家族で東京に帰る際に、 わざわざ関

西国際空港で降りて、 兵庫県豊岡市の JA たじま直営のファーマーズマーケットに来てくれたそうだ。 「コウ

ノトリ育むお米」 の仕組みに関心を持ち、 夏休みの自由研究の題材にするため、 現地でコウノトリを見て、

お米を購入して職員に話を聞いて帰られたと、 授業をしてくれた方から報告を頂いた。 ちょっと嬉しい話で

ある。

アジアにおける食農ビジネスの取組はまだまだ緒についたばかりで、 収益化をはじめ課題も多い。 しか

しながら、 今回のように G-GAP 認証米の輸出による販路拡大、 CSR 活動、 未来を担う子供たちへの食育

授業と意義深いこともできる。 「コウノトリ育むお米」 はそれを教えてくれた。
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